
３
月
24
日
、
第
２
期
漢
詩

漢
文
講

座
「
陶
淵
明
」
魅
力
再
発
見
の
前
期

第
１
回
が
開
催
さ
れ
、
22
名
が
陶
淵

明
や
白
楽
天
と
と
も
に
味
わ
う
生
き

る
喜
び
、
東
洋
人
の
幸
福
と
は
、
を

テ
ー
マ
に
講
演
さ
れ
、
幸
福
の
中
身

は
仕
事
の
充
実
と
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
の

喜
び
に
つ
い
て
語
り
ま
し
た
。

参
加
し
た
Ｙ
さ
ん
の
感
想
。

「
農
耕
が
大
切
。
官
界
か
ら
農
夫
に

な
り
、
生
活
に
喜
び
を
感
じ
酒
大
好

き

こ
れ
だ
け
で
も
沢
山
詩
が
で
て

き
そ
う
な
田
園
詩
人
で
す
。
」

Ｔ
さ
ん
の
感
想
「
杜
甫
を
学
ん
だ

時
の
キ
ー
ワ
ー
ド
『
兼
済
（
仕
事
の

充
実
）
』
と
『
独
善
（
快
適
な
生
活
）
』

が
、
陶
淵
明
の
講
義
に
も
出
て
き
ま

し
た
。
今
回
は
さ
ら
に
『
死
へ
の
恐

怖
』
が
問
わ
れ
ま
し
た
。

陶
淵
明
は
兼
済
と
独
善
を
一
つ
の

生
活
の
中
で
使
い
分
け
た
の
で
は
な

く
、
官
僚
生
活
を
捨
て
た
中
で
生
き

た
詩
人
で
す
。
兼
済
へ
の
未
練
を
引

き
ず
り
な
が
ら
、
ど
の
よ
う
に
独
善

を
求
め
、
死
へ
の
恐
怖
と
向
き
合
っ

た
の
か
。
下
定
先
生
は
そ
れ
を
考
え

な
さ
い
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
る
と
思

い
ま
す
。

先
生
は
陶
淵
明
の
詩
『
勸
農
』
は
、

地
主
の
立
場
に
立
っ
て
農
民
へ
の
励

ま
し
の
歌
で
あ
る
、
と
解
説
さ
れ
ま

す
。
私
は
は
じ
め
は
こ
の
よ
う
に
理

解
し
ま
し
た
。
『
陶
淵
明
は
貴
族
出

身
で
あ
る
の
で
、
貴

族
階
級
か
ら
農
耕
を

見
て
い
る
の
で
は
な

い
か
』
。
し
か
し
、

詩
中
に
あ
る
『
樸
を
抱
き
真
を
含
む

（
素
朴
で
純
真
な
心
を
持
つ
）
』
は
、

老
子
に
基
づ
く
と
い
う
説
明
を
聞
き
、

『
陶
淵
明
は
こ
う
い
う
生
き
方
で
心

の
均
衡
を
保
っ
た
の
で
は
な
い
か
』

と
考
え
直
し
て
い
ま
す
。

死
へ
の
恐
怖
は
ど
う
し
た
の
か
。

次
回
か
ら
の
講
義
が
楽
し
み
で
す
。
」

３
月
30
日
午
後
、
国
労
大
阪
会
館

で
、
60
名
余
の
参
加
で
開
催
さ
れ
、

講
師
の
青
木
茂
さ
ん
は
日

本
企
業
と
日
本
軍
が
中
国

で
１
０
０
０
万
人
を
犠
牲

に
し
た
「
万
人
坑
」
に
つ

い
て
講
演
さ
れ
ま
し
た
。

青
木
さ
ん
が
自
身
の
足

と
眼
で
確
か
め
た
東
北
・

華
北
・
華
中
・
華
南
42
箇

所
の
「
万
人
坑
」
の
豊
か

な
画
像
に
導
か
れ
て
、
深

刻
な
事
実
に
く
ぎ
付
け
と

な
り
ま
し
た
。

青
木
さ
ん
は
「
社
会
科

学
・
歴
史
学
の
専
門
家
で

は
な
い
」
と
謙
遜
さ
れ
ま
し
た
が
、

自
然
科
学
者
・
技
術
者
と
し
て
、
現

場
で
の
事
実
確
認
、
次
い
で
仮
説
設

定
か
ら
、
先
行
研
究
に
学
び
つ
つ
検

証
に
至
る
ま
で
、
そ
の
姿
勢
は
揺
る

ぎ
な
い
も
の
で
す
。

日
本
企
業
と
日
本
軍
に
よ
る
４
０

０
０
万
人
規
模
で
の
強
制
労
働
、
過

酷
な
労
働
が
引
き
起

こ
し
た
災
害
事
故
・

過
労
・
飢
餓
に
よ
る

１
０
０
０
万
人
規
模

の
死
者
、
か
れ
ら
が

放
り
込
ま
れ
現
存
す

る
中
国
全
土
無
数
の

「
万
人
坑
」
。

常
識
と
し
て
、
知
っ

て
い
る
つ
も
り
に
な
っ

て
い
る
浅
は
か
さ
を

直
撃
す
る
重
い
講
演

で
し
た
。

Ｙ
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漢
詩

漢
文
講
座
「
陶
淵
明
」

官
界
か
ら
農
夫
・
田
園
詩
人
に

２
年
ほ
ど
前
か
ら
中
河
内
支
部
で
、

中
国
語
講
座
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。
元
々
、
大
阪
外
大
中
国

語
科
を
卒
業
し
た
後
、
３
年
間
商
社

勤
務
の
後
、
中
学
校
で
定
年
ま
で
英

語
を
教
え
、
定
年
退
職
後
は
大
学

（
大
阪
教
育
大
、
大
阪
経
済
大
、
関

西
外
大
な
ど
）
英
語
や
中
国
語
な
ど

を
担
当
し
て
い
ま
し
た
。

そ
し
て
数
年
前
か
ら
地
域
（
東
大

阪
、
大
東
、
大
阪
市
な
ど
）
で
英
語

や
中
国
語
の
講
座
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
40
～
80
歳
代
の
方
々
と
、
日
常

の
情
報
交
換
な
ど
も
含
め
、
本
当
に

楽
し
く
盛
り
上
が
っ
て
い
ま
す
。

特
に
最
近
で
は
、
40
年
ほ
ど
前
か

ら
や
っ
て
い
る
サ
ッ
ク
ス
や
尺
八
の

演
奏
活
動
と
あ
わ
せ
、
東
大
阪
の
講

座
で
は
、
た
ま
た
ま
オ
カ
リ
ナ
、
二

胡
、
ケ
ー
ナ
な
ど
を
し
て
い
る
方
々

が
い
て
、
90
分
の
中
国
語
講
座
の
前

後
に
毎
回
音
合
わ
せ
（
練
習
）
を
し

て
い
ま
す
。
ま
た
他
団
体
に
呼
ば
れ

て
演
奏
活
動
を
し
た
り
、
「
こ
れ
っ

て
、
何
の
講
座
？
」
と
思
う
よ
う
な

楽
し
い
会
に
な
っ
て
い
ま
す
。

最
近
で
は
、
フ
ル
ー
ト
、
ピ
ア
ノ

な
ど
メ
ン
バ
ー
が
増
え
ま
し
た
。
こ

の
よ
う
に
、
日
常
活
動
が
会
員
の
拡

大
や
つ
な
が
り
を
広
げ
る
の
に
役
立

つ
よ
う
、
み
ん
な
で
相
談
し
な
が
ら

頑
張
っ
て
い
き
ま
す
の
で
、
今
後
と

も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
中
河
内
支
部

小
部

修
）

中
国
全
土
無
数
の

万
人
坑

強
制
労
働
で
犠
牲
多
数

民
主
化
運
動
の
一
つ
に
「
美
麗
島

事
件
」
が
あ
り
ま
す
。
１
９
７
９
年

８
月
創
刊
の
雑
誌
『
美
麗
島
』
は
、

民
主
主
義
を
求
め
る
人
々
の
意
見
を

載
せ
ま
し
た
。
同
誌
は
１
９
７
９
年

12
月
10
日
の
世
界
人
権
デ
ー
に
合
わ

せ
て
高
雄
市
で
デ
モ
行
進
を
行
い
ま

す
。
そ
の
時
、
民
衆
と
警
官
と
の
間

で
激
し
い
衝
突
が
起
こ
り
、
多
く
の

党
外
の
人
々
が
逮
捕
さ
れ
ま
す
。

こ
の
事
件
で
ア
メ
リ
カ
の
台
湾
人

社
会
が
動
き
ま
し
た
。
ア

メ
リ
カ
議
会
に
働
き
か
け

て
、
軍
法
会
議
を
公
開
さ

せ
ま
す
。
裁
判
で
被
告
た

ち
は
、
中
華
人
民
共
和
国

を
倒
し
て
大
陸
に
復
帰
し

よ
う
と
す
る
国
民
党
の
考

え
を
批
判
し
、
民
主
改
革

と
い
う
政
治
的
主
張
を
訴

え
ま
し
た
。
し
か
し
被
告

全
員
に
有
罪
判
決
が
言
い

渡
さ
れ
、
党
外
勢
力
は
大
き
な
打
撃

を
受
け
ま
す
。
こ
の
事
件
に
関
与
し

た
人
々
と
弁
護
士
の
多
く
は
、
後
に

民
主
進
歩
党
の
主
要
な
メ
ン
バ
ー
に

な
り
ま
す
。

ア
メ
リ
カ
で
台
湾
の
民
主
化
を
支

援
す
る
動
き
が
強
ま
り
ま
す
。
台
湾

の
世
論
と
ア
メ
リ
カ
の
支
援
で
１
９

８
６
年
に
民
主
進
歩
党
（
民
進
党
）

が
結
成
さ
れ
ま
す
。
80
年
代
に
は
ア

メ
リ
カ
の
大
学
の
台
湾
人
教
員
や
ア

メ
リ
カ
国
籍
の
台

湾
人
が
暗
殺
さ
れ

る
な
ど
、
国
民
党

の
関
与
が
疑
わ
れ

る
事
件
が
続
き
、

ア
メ
リ
カ
は
蒋
経

国
に
対
し
て
民
主

化
圧
力
を
強
め
て

い
き
ま
す
。
そ
し

て
１
９
８
７
年
７

月
15

日
、
蒋
経
国

は
38
年
間
施
行
し
続
け
た
戒
厳
令
を

解
除
し
ま
す
。

蒋
経
国
は
こ
の
こ
ろ
体
調
を
崩
し

て
い
て
、
１
９
８
８
年
１
月
に
亡
く

な
り
ま
す
。
そ
の
後
を
継
い
だ
の
が

副
総
統
で
あ
っ
た
李
登
輝
で
す
。
李

登
輝
は
本
省
人
で
し
た
が
、
蒋
経
国

は
優
秀
な
本
省
人
を
抜
擢
す
る
こ
と

で
自
分
の
権
力
強
化
を
ね
ら
っ
た
の

で
す
。

総
裁
と
な
っ
た
李
登
輝
は
保
守
派

か
ら
の
支
持
は
得
ら
れ
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
台
湾
の
改
革
を
進
め
て
い
き

ま
す
。
国
民
大
会
代
表
は
１
９
４
７

年
に
選
出
さ
れ
た
者
が
改
選
さ
れ
ず

に
万
年
議
員
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、

１
９
９
１
年
に
全
面
改
選
が
行
わ
れ
、

３
２
５
議
席
中
、
国
民
党
が
２
５
４

議
席
、
民
進
党
が
66
議
席
を
占
め
ま

し
た
。
１
９
４
８
年
に
制
定
さ
れ
た

動
員
戡
乱
時
期
臨
時
条
款
は
、
共
産

党
を
反
乱
団
体
と
し
、
緊
急
事
態
時

に
憲
法
を
超
越
し
た
緊
急
措
置
を
と

る
権
限
を
総
裁
に
与
え
る
も
の
で
す

が
、
１
９
９
１
年
に
廃
止
さ
れ
ま
し

た
。

（
高
田

佳
誉
子
）

ビ
ギ
ナ
ー
ズ
台
湾

第
７
回

戒
厳
令
の
解
除

蒋
経
国
か
ら
李
登
輝
へ

台
湾
の
改
革
を
進
め
る

中
河
内
支
部

二
胡
や
ケ
ー
ナ
演
奏
も

中
国
語
や
英
語
講
座
を
地
域
で
担
当

立法院

４
月
14
日

９
時
45
分
か
ら

公
開
講
座
と
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

「
光
明
池
」
の
歴
史
を
探
る

光
明
池
工
事
と
朝
鮮
人
労
働
者

フ
ァ
イ
ン
プ
ラ
ザ
大
阪
３
階

堺
市
南
区
城
山
台
５
丁

主
催
・
堺
市
南
区
合
同
会
議

共
催
・
日
中
友
好
協
会
堺
支
部

４
月
27
日
か
ら
28
日

「
ア
ジ
ア
か
ら
問
わ
れ
る

日
本
の
戦
争
展
」

あ
べ
の
市
民
学
習
セ
ン
タ
ー

メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト

27
日
２
時

５
月
14
日
～
19
日

「
花
の
き
り
え
展
」

花
と
緑
と
自
然
の
情
報
セ
ン
タ
ー

２
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー
長
居
植
物
園
入
口

５
月
19
日

１
時
半
か
ら

女
性
部
学
習
会

府
連
教
室

５
月
22
日

２
時

府
連
教
室

百
科
検
定
初
級
対
策
講
座

６
月
８
日

９
日

第
73
回

日
中
全
国
大
会

東
京

両
国
Ｋ
Ｆ
Ｃ
ホ
ー
ル

７
月
７
日

１
時
半
か
ら

第
70
回
日
中
大
阪
府
連
大
会

国
労
大
阪
会
館

７
月
13
日

３
時
か
ら

第
15
回
中
国
百
科
検
定

漢
詩

漢
文
講
座

陶
淵
明
を
再
発
見

第
２
期
は
国
労
大
阪
会
館
で
開
講

中
。
講
師
は
下
定
雅
弘
岡
山
大
学
名

誉
教
授
・
日
本
杜
甫
学
会
前
会
長
。

参
加
費
は

１
回
２
０
０
０
円
。

②
４
月
28
日

➂
５
月
26
日

④
６
月
23
日

い
ず
れ
も
２
時

行

事

案

内



城
北
支
部
は
３
月
23
日
、
昨
年
12

月
に
催
行
さ
れ
た
「
植
民
地
下
に
置

か
れ
た
台
湾
を
訪
ね
て
」
に
参
加
さ

れ
た
城
北
支
部
の
安
井
さ
ん
と
、
西

支
部
の
平
松
さ
ん
を
お
招
き
し
て

「
台
湾
旅
行
報
告
会
」
を
開
催
し
ま

し
た
。

平
松
さ
ん
は
、
パ
ワ
ー

ポ
イ
ン
ト
で
写
真
や
資
料

を
紹
介
し
、
北
部
の
金
瓜

石
の
金
鉱
跡
、
中
部
の
霧

社
事
件
の
跡
地
、
南
部
の

烏
頭
山
ダ
ム
、
牡
丹
社
事

件
の
跡
地
を
歴
史
を
辿
っ

て
説
明
、
台
湾
の
歴
史
、

と
り
わ
け
日
本
の
植
民
地

時
代
が
よ
く
理
解
で
き
る

内
容
で
し
た
。

安
井
さ
ん
は
根
っ
か
ら

の
台
湾
好
き
で
50
回
以
上
台
湾
を
訪

問
さ
れ
て
お
り
、
台
湾
人
の
親
日
的

な
こ
と
を
自
身
が
経
験
し
た
い
く
つ

か
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
交
え
な
が
ら
話

さ
れ
ま
し
た
。

報
告
の
あ
と
の
意
見
交
流
で
は

「
台
湾
人
は
確
か
に
親

日
的
な
人
が
多
い
が
、

日
本
統
治
時
代
の
負
の

事
実
が
あ
っ
た
こ
と
を

忘
れ
て
は
な
ら
な
い
」

「
日
本
で
は
台
湾
有
事

が
喧
伝
さ
れ
て
い
る
が
、

そ
う
な
ら
な
い
よ
う
に

世
論
を
高
め
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」
な

ど
の
意
見
が
出
さ
れ
ま

し
た
。
（
西
脇

義
彦
）
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３
月
23
日
約
50
名
が
参
加
し
て
、

陳
舜
臣
さ
ん(

生
誕
100
年)

の
孫
文
像

「
大
ア
ジ
ア
主
義
」
講
演
100
年
を
前

に
、
を
テ
ー
マ
に
神
戸
市
内
で
兵
庫

県
連
が
講
演
会
を
開
き
ま
し
た
。

講
師
は
安
井
三
吉
神
戸
大
学
教
授
・

孫
文
紀
念
館
館
長
。

安
井
講
師
は
、
陳
舜
臣
さ
ん
は

「
青
山
一
髪
」
は
、
な
ぜ
孫
文
か
？

近
代
を
書
く
に
至
っ
て
、
つ
ね
に
孫

文
と
い
う
大
き
な
テ
ー
マ
に
邂
逅
し

た
。
そ
の
周
り
を
手
さ
ぐ
り
で
行
き

つ
戻
り
つ
し
た
も
の
で
あ
る
。

安
井
さ
ん
は
、
あ
る
時
期
か
ら
陳

舜
臣
さ
ん
は
、
孫
文
を
非
常
に
重
視

し
、
自
ら
の
理
想
を
孫
文
に
仮
託
し

て
語
る
よ
う
に
な
っ
た
。
民
族
主
義

か
ら
世
界
主
義
へ
、
と
。
こ
れ
は
私

の
一
つ
の
仮
説
で
あ
る
。

「
大
ア
ジ
ア
主
義
」
（
１
９
２
４

年
11
月
）
の
講
演

で
、
孫
文
は
日
本

に
課
題
を
与
え
た
。

「
覇
道
で
い
く
か
、

王
道
で
い
く
か
」

覇
道
は
強
い
者
が

勝
つ
道
、
王
道
は

み
ん
な
一
緒
に
進
む
道
。
日
本
は

「
覇
道
」
を
選
ん
だ
。

孫
文
が
わ

れ
わ
れ
に
残
し
た
の
は
、
民
族
主
義

を
い
か
に
超
え
て
い
く
か
、
と
い
う

こ
と
だ
と
思
う
と
講
演
し
ま
し
た
。

参
加
し
た
Ｙ
さ
ん
の
感
想
。

「
陳
舜
臣
さ
ん
は
神
戸
を
愛
さ
れ
た

作
家
で
名
前
は
知
っ
て
ま
し
た
が
、

作
品
は
読
ん
だ
事
が
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
多
数
の
参
加
で
レ
ベ
ル
も
高

く
勉
強
会
に
対
す
る
熱
心
さ
に
圧
倒

さ
れ
ま
し
た
。
先
ず
陳
さ
ん
の
作
品

を
読
ん
で
み
ま
す
。
」

３
月
27
日
午
後
「
中
国
百
科
検
定

初
級
は
こ
れ
で
合
格
！
」
の
講
座

対
策
会
議
を
開
催
、
高
田
佳
誉
子
講

師
が
第
５
回
か
ら
第
14
回
ま
で
の
百

科
検
定
問
題
を
分
類
し
、
出
題
傾
向

を
詳
し
く
説
明
し
ま
し
た
。

７
月
13
日
実
施
の
第
15
回

中
国
百
科
検
定
に
多
数
の
参
加

を
呼
び
か
け
て
く
だ
さ
い
。

『
中
国
百
科
検
定
』
は
「
日

中
両
国
の
関
係
改
善
の
た
め
に
は
、

ま
ず
相
手
国
へ
の
理
解
を
深
め
る
こ

と
が
大
切
」
と
の
強
い
思
い
か
ら
２

０
１
４
年
３
月
に
誕
生
し
ま
し
た
。

中
国
語
の
能
力
で
は
な
く
、
中
国
の

歴
史
・
地
理
・
政
治
経
済
・
文
化
等
、

多
方
面
の
知
識
を
問
う
、
日
本
で
も

極
め
て
ユ
ニ
ー
ク
な
検
定
試
験
で
す
。

い
ま
求
め
ら
れ
る

「
以
民
促
官
」
の
精
神

永
遠
の
友
に
な
る
た
め
に

中
国
に
は
「
以
民
促
官
」
と
い
う

言
葉
が
あ
り
ま
す
。
民
を
も
っ
て
官

を
促
す
。
た
と
え
政
府
間
に
困
難
が

あ
っ
て
も
民
間
の
交
流
を
盛
ん
に
し

て
状
況
を
変
え
て
ゆ
く
、
と
い
う
考

え
方
で
す
。

現
在
の
日
中
関
係
に
お
い
て
も
、

互
い
の
政
府
に
期
待
す
る
よ
り
、
ま

ず
は
民
、
国
民
ひ
と
り
ひ
と
り
が
互

い
に
隣
国
を
知
ろ
う
と
す
る
気
持
ち

を
持
つ
こ
と
が
大
切
な
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
私
た
ち
は
、
国
民
の

力
、
す
な
わ
ち
「
草
の
根
」
の
力
が

日
中
友
好
を
前
進
さ
せ
る
も
の
と
信

じ
て
い
ま
す
。

(

本
部
Ｈ
Ｐ
か
ら)

陳
舜
臣
さ
ん
と
孫
文

学
習
会

３
月
３
日
に
実
施
さ
れ
た
西
支
部

カ
レ
ン
ダ
ー
学
習
会
楽
し
い
ひ
と
時

で
し
た
、
講
師
の
井
上
さ
ん
（
写
真
）

は
お
土
産
と
し
て
台
湾
・
鉱
山
石
、

万
里
の
長
城
の
石
持
参
さ
れ
ま
し
た
。

台
湾
の
九
份
の
懐
か
し
い
レ
ト
ロ

な
街
並
み
、
提
灯
に
照

ら
さ
れ
た
夜
景
が
美
し

く
赤
い
レ
ン
ガ
屋
根
の

建
物
、
清
々
し
く
雄
大

な
山
に
旅
を
し
て
い
る

よ
う
で
し
た
。
し
か
し

そ
こ
に
は
炭
鉱
等
で
の

強
制
労
働
と
い
う
連
合

軍
捕
虜
達
の
悲
し
い
歴
史
も
あ
り
知

り
ま
し
た
。
海
岸
の
あ
る
街
青
島
は

赤
い
レ
ン
ガ
屋
根
の
ド
イ
ツ
風
の
建

物
群
が
広
が
り
ま
す
。
青
島
ビ
ー
ル

で
も
有
名
で
、
一
時
期
日
本
の
方
が

責
任
者
に
も
な
っ
て
い
る
と
い
う
歴

史
も
知
り
ま
し
た
。
年
末
の
第
９
交

響
曲
は
こ
の
青
島
等
の
ド
イ
ツ
捕
虜

の
方
が
日
本
で
広
め
た
ら
し
い
で
す
。

聖
地
カ
イ
ラ
ス
山
は
多
く
の
巡
礼

者
を
集
め
て
い
ま
す
。
一
枚
の
写
真

で
す
が
気
が
付
く
事
も
学
ぶ
事
も
多

く
あ
り
ま
す
。
解
説
の
方

の
中
国
に
こ
ん
な
美
し
い

所
が
あ
る
事
を
教
え
て
あ

げ
た
い
と
言
わ
れ
ま
し
た

が
本
当
に
そ
う
思
い
ま
し

た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
地
で
は

複
雑
な
争
い
が
あ
っ
た
事
・

歴
史
を
教
え
て
い
た
だ
き

試
験
に
役
立
つ
と
思
い
ま
し
た
、
カ

レ
ン
ダ
ー
か
ら
学
ぶ
楽
し
さ
、
学
生

時
代
に
は
知
り
え
な
か
っ
た
こ
と
、

何
か
幅
広
い
感
覚
が
養
わ
れ
て
い
る

気
が
す
る
時
間
で
す
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

（
向

智
子
）

西
支
部

カ
レ
ン
ダ
ー
学
習
会

台
湾

青
島
な
ど
へ

７
月
の
中
国
百
科
検
定

初
級
対
策
講
座
開
く

城
北
支
部

台
湾
旅
行
報
告
会
開
催

台
湾
の
歴
史
と
植
民
地
時
代
を
解
説

大
阪
府
連
女
性
部
か
ら
の
案
内
ち

ら
し
が
眼
に
留
り
ま
し
た
。
長
年
西

支
部
に
席
を
置
き
太
極
拳
と
切
り
絵

に
お
世
話
に
な
っ
て
い
る

者
で
す
。

中
国
に
は
、
香
港
と
上

海
し
か
行
っ
て
い
な
い
の

で
世
界
遺
産
が
多
数
あ
る

と
聞
い
て
早
速
勉
強
し
て

み
よ
う
と
参
加
し
ま
し
た
。

３
月
17
日
の
第
１
回
学

習
会
に
は
17
名
が
参
加
、

２
ケ
月
毎
に
計
６
回
の
予

定
で
来
年
の
１
月
19
日
ま

で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
す
。

中
国
に
は
、
２
０
２
３
年
現
在
で

57
件
の
世
界
遺
産
が
登
録
さ
れ
て
い

ま
す
。
開
催
時
間
が
約
２
時
間
の
関

係
で
各
回
と
も
４
件
の
計
24
件
の
紹

介
と
な
る
よ
う
で
す
。

ち
な
み
に
、
一
番
多
く
登
録
さ
れ

て
い
る
の
は
皆
さ
ん
も

ご
存
じ
の
イ
タ
リ
ア
で

59
件
が
登
録
さ
れ
て
い

ま
す
。
日
本
も
頑
張
っ

て
い
ま
す
が
25
件
と
11

番
目
で
す
。

そ
の
57
件
の
遺
産
に

つ
い
て
各
地
区
ご
と
に

整
理
さ
れ
て
の
紹
介
で

ス
タ
ー
ト
は
華
北
の
内

モ
ン
ゴ
ル
自
治
区
の
上

都(

ザ
ナ
ド
ゥ)

の
遺
跡
・

山
西
省
の
古
都
平
遥
・
同
省
の
雲
崗

石
窟
・
各
省
及
び
市
区
を
跨
る
万
里

の
長
城
の
４
件
で
す
。

華
北
の
地
図
で
各
遺
産
の
場
所
の

確
認
か
ら
始
ま
り
、
各
遺
産
の
写
真

が
紹
介
さ
れ
そ
の
時
代
の
権
力
者
・

文
化
・
宗
教
・
隣
国
と
の
争
い
等
々

幅
広
い
切
り
口
で
の
説
明
で
し
た
。

ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
説
明
の
区
切
り
で

参
加
者
か
ら
旅
行
体
験
で
の
ウ
ン
チ

ク
・
感
想
等
を
聞
く
事
が
出
来
よ
り

具
体
的
な
内
容
に
な
り
ま
し
た
。

講
師
は
女
性
部
の
高
田
佳
誉
子
さ

ん
で
、
設
営
の
問
題
な
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
パ
ソ
コ
ン
の
画
面
を
見
な

が
ら
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
の
操
作
、
更

に
は
、
補
足
の
説
明
用
の
書
籍
を
目

の
前
に
積
ん
で
の
熱
演
は
ご
苦
労
様

で
し
た
。
重
ね
て
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。学

習
後
、
参
加
さ
れ
た
新
入
会
の

若
い
仲
間
と
の
交
流
は
と
て
も
楽
し

い
も
の
に
な
り
ま
し
た
。

（
西
支
部

伊
藤

滋
高
）

女
性
部
学
習
会

三
大
石
窟

上
都
遺
跡
を
学
ぶ

岡
山
支
部
は
３
月
23
日
24
日
、

岡
山
武
道
館
で
簡
化
24
式
を
基
に

太
極
拳
な
ら
で
は
の
、
柔
ら
か
い

用
法
や
身
体
の
使
い
方
を
体
験
し

ま
し
た
。
講
師
は
恒
岡
正
勝
本
部

太
極
拳
指
導
員
、
大
阪
か
ら
数
名

が
参
加
し
ま
し
た
。

陳
式
太
極
拳
講
習
会

第
５
期
生
募
集
中

月
１
回
日
曜
日

10
回
１
万
円

大
阪
北
体
育
館

９
時
か
ら

第
４
期
最
終
回

４
月
14
日

（
簡
化
24
式
を
終
了
し
た
人
）

西
支
部
太
極
拳
講
習
会

第
１
１
８
期
講
習
会
は
４
月
18

日
か
ら
、
北
ス
ポ
ー
ツ
体
育
館
で

６
時
半
か
ら
開
講
し
ま
す
。

岡
山
100
期
記
念

太
極
拳
講
習
会

講師の井上さん


